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法人名 

 

特定非営利活動法人

楽 

代表者 
 

柴田 範子 

 

法人・ 

事業所 

の特徴 

ひつじ雲は、「人格の尊重」「生活の継続性」「社会参加」「自主性の向上」を理念として

います。利用者一人一人が、その方の持っている力を発揮しながら過ごせるようにお手

伝いしていきます。しっかり食べるということを始め、生活の中での動作ができるだけ

続けられるように、その方にあった方法で体力作りをしていきます。 

近年では、地域のなかでお一人暮らしの方も多く、必要な時は、生活全般に関わり支援

させていただく事が多くなっています。また、法人設立以来地域と繋がるような活動を

してきました。これからも、地域とのご縁が繋がり続けるような活動を行っていきます。 

事業所名 
 

ひつじ雲 
管理者 

 

工藤 一枝 

 

出席者 
市町村職員 知見を有するもの 地域住民・地域団体 利用者 利用者家族 地域包括支援ｾﾝﾀｰ 近隣事業所 事業所職員 その他 合計 

１人 人 3 人 人 １人 1 人 人 3 人 人 9 人 

 

項  目 前回の改善計画 
前回の改善計画に対する取組み・結

果 
意見 今回の改善計画 

Ａ．事業所自己評価の 

確認 

勤務期間が長い職員が多い。自己

評価の 9 個の評価項目は、自己評

価の段階で自ら一年間取り組ん

できたことの振り返りになる。で

きたと評価する項目も多いが、で

きていない点も多数上がってく

る。できない事実を把握すること

は冷静にできるが、改善点を意見

として挙げる事が少ない傾向に

ある。経験でクリアしていくこと

も多いのだが、できていない項目

が例年同じような内容なので、常

に問題意識をもって意見を出し

合える事業所にしていきたい。定

期的な意見交換の機会を今以上

に作っていく。 

利用者の方々の、「～したい」の

実現にむけて、その方の力が引き

出せるような支援をするという

思考ができてきている。そのため

の情報共有に関しては、常に基本

にかえり話し合いの機会を持っ

て行く。令和 6 年 2 月より介護記

録のツールを変更することにな

った。きちんと記録し、情報を共

有する。 

地域の皆様からは、スタッフで自

己評価に取り組んでいる、具体的

な取り組みもできていると、確認

いただいている。 

地域での暮らしの支援や、人権の

尊重として「成年後見制度」の活

用について議題とする。利用する

までに、まだまだ理解が低い制度

のような印象があるが、必要な人

が、安心して使える制度になるこ

とで在宅生活をサポートできる

と意見がでる。 

職場環境の整備、改善がつねに求

められている。 

介護記録のツールを変更した。業

務の効率化、課題であった情報共

有がしやすくなるはず。映像での

記録も可能になり、ご家族に、よ

り細やかに情報をお伝えしてい

きたい。特性を良くとらえ、業務

に活かしていきたい。 

職員に、外部研修への参加を勧め

る。スキルアップをすることで、

業務の幅が広がり、職員一人一人

の自信に繋がる。 

Ｂ．事業所の 

しつらえ・環境 

事業所としては、新型コロナウィ

ルス感染症の感染予防として、現

在の予防対策を継続していく。換

気、手洗い、消毒など様々な感染

症の予防にも通じると理解して

いる。合わせて環境整備なども継

続していく。今回の評価で職員も

環境である事が再認識できた。話

今現在でも、感染症予防として掃

除の徹底、職員の手指消毒など継

続している。様々な感染症が存在

している事を理解し、感染予防、

拡大を予防するには、日常の環境

整備が大事と考えている。 

利用者のご家族からは、玄関は入

りやすく、立ち話などもしやすい

とご意見いただく。近隣の方から

は、「外回りもきれいにしていま

すよ」とご意見いただく。「いつ

でも入って良いのかしら」と問わ

れるが、ボランティアの方も来ら

れるようになり、気軽に入ってい

事業所の建物内外が、この地域の

環境の一部になっていると思う。

掃除をきちんと行い、居心地の良

い事業所にしていく。 

いまだ、特別な用事が無いと入り

づらいという印象があるような

ので、職員もすぐに気づき、お声

掛けするような、気安さをもって



しかけやすい印象や、丁寧な対応

など、職員全員が自覚をもって対

応できるようにしていく。 

ただけるようにお誘いする。 

事業所の広報として、敷地内に掲

示板を作ると良い。最新の情報を

地域に向けて発信した方が良い

と意見いただく。 

いきたい。 

掲示板は、事業活動の広報に役立

つだろう。建物のオーナーに相談

するなど検討する。 

Ｃ．事業所と地域の 

かかわり 

「生活支援コーディネーター」活

動と共に、「要支援高齢者等の介

護予防・重度化防止モデル事業」

にも参加する。職員がより地域に

出掛ける機会が増えていく。地域

の高齢の方々の元気が続くため

の活動の提案や、気軽に相談事が

できるような関係作りを行って

いく。 

「要支援高齢者等の介護予防・重

度化防止モデル事業」を担う「ラ

イフサポートワーカー」は、まだ

まだ地域との繋がりが少ない。地

域を知るための活動ができるよ

うに、街歩きをしたり、人が集ま

りやすい場所へ顔をだすなどし

て、地域の方と顔馴染みになって

いくことが必要と考える。 

地域の行事に参加させていただ

いている。しかし、参加する職員

が限定されており、外との繋がり

が少ない職員もいる。地域の方に

しっかり挨拶できているか心配

なところもあると感じている。事

業所の職員として、地域の方に、

知って頂くように、ライフサポー

トワーカーとしても、地域へ顔を

出す事をしていきたい。 

「生活支援コーディネーター」と

「ライフサポートワーカー」の活

動を担う職員が、より自覚をもっ

て活動できるようにする。地域の

方々に「相談しやすい」と信頼し

ていただくには、まずは顔を知っ

て頂く。ひつじ雲の職員をいつも

見かける、話しやすそうと感じて

頂けるように、毎日の活動として

いく。 

Ｄ．地域に出向いて 

本人の暮らしを 

支える取組み 

日常的に、送迎時など、地域の方

と顔を合わせる機会を持つ事を

続けていく。新型コロナウィルス

感染症の分類が変る事で、地域活

動も少しずつ増えてくるものと

予測される。ひつじ雲で送迎など

一部サポートするだけでも、活動

に参加でき楽しみが増える事を

支援する。活動中は、知り合いの

方に気にかけて貰えるような連

携が取れるようにする。利用者の

応援団を作っていく。 

従来から、地域の活動に月に一度

参加する利用者の方が一人おり、

送迎を支援している。他の方に関

しては地域活動の情報少なく、活

動の幅を広げる事はできなかっ

た。また、ひつじ雲から距離があ

ると、その活動にご本人が参加で

きる状況をつくるのが難しいと

感じている。 

ひつじ雲周辺の町内活動には、ひ

つじ雲でサポートすることで参

加できている。 

感染症予防を理由に、外での活動

を行っていなかった。基本的な予

防を継続しながら、地域活動を行

っていきたい。地域の行事も増え

てきており、年末の餅つき大会に

は、つく人、食べる人として参加

させていただいた。地域の開催す

る側でも、食べやすい大きさに作

って下さるなど、ご配慮いただい

ている。神社のお祭りなど、古く

からの行事に関わる事で、地域の

一員であることの思いが強くな

ると思う。 

今年は、利用者の方々と外での活

動を増やしていく。 

以前、地域活動として道路のゴミ

拾いを日課にしていた。高齢にな

って支援を受ける立場になって

も、誰かの役に立つと言うのは、

私たちの誇りである。利用者の

方々とそのような思いで、活動が

できるようにともに過ごす。 

地域の行事や、イベントの情報も

積極的に得て、地域の一員として

参加する機会を増やしていく。 

Ｅ．運営推進会議を 

活かした取組み 

運営推進会議は、事業所がどのよ

うな方向性をもって活動してい

くか、それが地域のニーズや期待

にあっているかを確認するため

に、とても貴重な機会である。日

常の中での関わりの積み重ねと

共に、設問 F にある防災、災害

対策は、運営推進会議の場で課題

として取り上げ、検証を繰り返し

突然の災害にもできるだけ対処

地域の方が参加して下さる推進

会議は、この地域の課題を参加者

全員で確認することができ、事業

所として、できることは何かを考

える良い機会となっている。今年

度の議題の一つとして多く挙が

ったのは、「ライフサポートワー

ク」の説明と、協力依頼である。

地域の方に理解していただくこ

とが活動を行う上で大切と考え

ひつじ雲の職員を覚えてもらう

場にしても良いのではとご意見

いただく。全員が集まるのは難し

いので、紹介ビデオを流したり、

オンラインでの参加があっても

よい。 

堅苦しい会議形式でなく、例えば

飲み会のような、くだけた場があ

ると、話しやすくていいのでは

と、楽しいご意見もいただく。 

地域で、心配な方として見守られ

ている方について、一緒に話し合

える場にしていきたい。この地域

で暮らす方々が、日常でも災害時

でも、地域を頼るように、ひつじ

雲も頼って頂けるように、推進会

議でひつじ雲の取り組みを伝え

ていく。 



できるようにしていく。 ている。 

Ｆ．事業所の 

防災・災害対策 

事業所の防災計画、及び訓練をも

っと地域の方々にも知っていた

だけるように広報する必要があ

る。様々な災害が予測される現

代、事業所のみで対処できること

は限られている。地域の方々と事

前の協力体制がとれていると大

変心強い。 

ハザードマップに即した、災害対

策を整えていく。避難訓練など定

期的に、計画書の見直しなど現実

的なものにしていく。避難訓練に

地域の方をお誘いする機会には、

非常食の試食など実際に体験の

機会を提案していく。 

年 2 回の避難訓練を確実に行う

こととする。第一回目は、事業継

続計画書を職員が読み合わせを

する事も、訓練の中で実施をし

た。年度末に第二回目を実施する

が、推進会議の場で、日程や、非

常食の試食会を開催する事を広

報している。地域の方に参加して

頂けるように、お知らせしてい

く。日ごろの訓練が大切と考えて

いる。 

避難訓練を行う場合、タイムを計

り手順を決めて行うのがよい。訓

練を繰り返し、時間の短縮ができ

るようになると良い。備蓄品の保

管方法の話題となる。備蓄品を置

く場所も地震などの場合被害に

あうはず。棚を固定するなど、備

蓄品がすぐに使えるような状態

にしておかなければならない。充

分な支援物資が届くまで、10 日

分の備蓄が必要といわれている。 

実態に則した避難訓練を確実に

行っていく。備蓄品の管理をきち

んと行っていく。期限の管理や、

在庫品の管理をしっかり行う。 

川崎市「個別避難計画」を作成す

る。要支援者の方に対して、避難

計画を立てるために、どのような

地域資源があるかを調査し、具体

的な計画をたてるようにする。 

 

 


